
地域創生部 定住推進課



常陸大宮市の概要

• 茨城県の北西部

都心から車でも電車でも２時間ほど

位置

• 348.45 ㎢ 県内で２番目大きさ

面積

• 38,742人（R3.4.1時点）

人口

• 約６割が山林 久慈川・那珂川の２大河川

自然



「常陸大宮済生会病院」をはじめとした
病院、診療所が市内に30か所以上あります。

身近な場所で医療を受けられる環境が
整っています。

スーパーや薬局はもちろん、
ショッピングセンターやカフェもたくさん！

道の駅や直売所には
新鮮な地場産品が並んでいます。

生活環境
安心の医療体制

快適な毎日



• 市の木材を使用して建築した場合 最大60万円

木造住宅建設助成金

• 空き家バンクにより購入した物件の改修した場合 最大50万円

空き家改修費補助制度

• 新婚・子育て世帯が住宅を取得した場合

新築・建売住宅50万円 中古住宅25万円

• 転入者の場合は、さらに20万円を加算！

住宅取得奨励金

• 民間賃貸住宅にお住まいの新婚世帯へ

月額1万円を最大３年間助成

新婚家庭家賃助成金

※各種制度には諸条件があります

住まいの支援



出産祝い金

多子世帯保育料の軽減

乳児育児用品購入助成 乳児1人2万円

医療福祉制度

第１子３万円 第２子 ５万円 第３子７万円
第４子１０万円 第５子以降２０万円

高校卒業までの外来及び

妊産婦の産婦人科以外
医療費無料

※各種制度には諸条件があります

子育ての支援

第２子 半 額
第３子以降 無 料



常陸大宮市の農業について

常陸大宮市役所産業観光部農林振興課



農業の概要

•主要河川である久慈川流域では、比較的良好な水田が拓けてい
ることから水稲を、那珂川流域及び中心部では、麦類及び最近
では野菜の導入を盛んとしており、養鶏、和牛等の畜産及び水
稲や園芸等といった複合経営が当市の農業生産の主流です。

•特に生産が盛んな作物として、茨城県の広域銘柄産地指定を受
けている「奥久慈なす」 「奥久慈の枝物」や、市の特産品指
定を受けてる「奥久慈いちご」等があげられます。



奥久慈いちご（奥久慈いちご研究会）

•奥久慈いちごとは…

研究会加盟農家では、茨城県オリジナル品種である、「ひたち
姫」「いばらキッス」をはじめとして、様々な品種が栽培される。

• PRポイント

市内いちご農家のうち、市外から移住し農業を始めた方や

新規就農から定着した農家が全体の約半数を占める。

•新規就農者数

研究会加盟農家や市外農家で研修し、４名が独立している。

奥久慈いちご研究会加盟農家が、道の駅や直販の際に愛称と

して使用するもの。

様々な販売方法があり、自分の好みの方法を選択できる。 等





奥久慈なす（JA常陸 なす部会）

•奥久慈なすとは…

• PRポイント

JA常陸の３地区（５市町）で生産されたなすの内、茨城県の
エコファーマーに認証された農家が、農薬の使用回数・栽培方
法等徹底した基準のもと栽培された安心・安全ななす。

皮が柔らかく、濃い紫色でツヤがあり、身が締まっているため、

市場からは「黒いダイヤ」と評価されている。

•新規就農者数

部会での研修等を経て、４名が独立している。

出荷時期が６月～１０月と長く、小面積の栽培でもある程度
安定的な収入を確保できる。 等



←露地栽培

施設栽培→



奥久慈の枝物（JA常陸 奥久慈枝物部会）

•奥久慈の枝物とは…

一つの品目に対し一つの出荷方法に限られておらず、四季折々の

変化を楽しみながら出荷することができる。

機械等の初期投資が他の作物に比べ少額で始められる。 等

• PRポイント

現在、北は宮城県、南は大阪府まで全国各地に出荷している。

•新規就農者数

部会での研修等を経て、現在４名が独立している。

JA常陸奥久慈枝物部会が出荷する切り枝や花等の総称を指す。

約１３０名の部会員で花桃を中心に２５０品目を栽培している。



奥久慈の花桃



奥久慈桜 染め柳



事例紹介

（県外から移住した新規就農者）



柳田 雄介氏（JA常陸 奥久慈枝物部会）

千葉県出身

親族との繋がりで、当時のJA常陸大宮地区枝物部会長と農業に

関する話しをする中で、その方の考えや熱意に感銘を受けて農業

を志す。

・活用した補助制度

農業次世代人材投資資金（準備型・経営開始型）

・営農類型

露地花き・花木

・就農状況

現在就農４年目

約４haに枝物を多品目栽培し、安定的な収入を確保している。

今後、地域を担う農家として周囲からも期待されている。



移住者インタビュー

柳田雄介氏（JA常陸奥久慈枝物部会）


